
令和 7年度 みんなdeスポーツ推進委員会 

（静岡県立天竜特別支援学校） 地域とのつながりから生じたスポーツ的な活動の好事例 

・名称       地域交流 

・期間・期日    令和６年 12月 12日 

・連携相手の名称  赤佐８区シニアクラブ 

・校内での窓口   小学部自立活動 授業担当者 

（担当部署 担当学部等） 

・実施場所    本校教室、運動場 

・活動内容    グラウンドゴルフを通じて地域のシニアクラブの方と交流を行った。 

・良かった点    グラウンドゴルフを一緒にプレイすることを通して、シニアクラブの方と

適切にかかわることを学ぶことができた。 

・反省点 課題等  児童の実態に応じた目標設定や参加の仕方を検討していきたい。 

・今後の見通し   単発の地域交流とせず、自立活動として事前、事後学習も行いながら、よ

り有意義な交流となるようにしていきたい。 

・活動状況がわかる資料など（写真等可能な範囲で） 

  

 

 



令和 7年度 みんなdeスポーツ推進委員会 

（静岡県立天竜特別支援学校 中学部）地域とのつながりから生じたスポーツ的な活動の好事例 

・名称   グラウンドゴルフ交流     

・期間・期日    令和７年５月 30日 

・連携相手の名称  赤佐シニアクラブ（15名程度） 

・校内での窓口   中学部副主事、級外  

・実施場所     体育館（雨天のため） 

・活動内容     ラジオ体操、授業で調べたことの発表、チーム練習、ゲーム  

・良かった点   ・体育理論の授業で単元化したことで、事前にグラウンドゴルフについて調

べたり、練習したりすることができた。 

         ・自分たちで協力して準備と片付けをする場面が見られた。 

・シニアクラブの方から打ち方やルールを教わったことで、ゲーム中や休憩 

時間に生徒から話をする場面が見られた。 

・反省点 課題等 ・年４回くらい実施することで、より交流が深まる。 

                  ・生徒が企画と運営をすることで、より生徒同士のかかわりが増える。 

・今後の見通し  ・令和７年 12月 12日（第２回）を予定している。 

         ・今年度の反省を生かして、令和８年度のグラウンドゴルフ交流の検討をす

る。 

・活動状況がわかる資料など（写真等可能な範囲で） 

 

 

 

 



令和 7年度 みんなdeスポーツ推進委員会 

（静岡県立天竜特別支援学校） 地域とのつながりから生じたスポーツ的な活動の好事例 

・名称       MEW FES（みゅうの丘イベント）医療、教育、福祉の連携協議会 

・期間・期日    令和 7年 8月 1日 

・連携相手の名称  天竜厚生会、天竜病院 

・校内での窓口   進路連携課 地域支援係（みゅうの丘担当） 

（担当部署 担当学部等） 高等部（生徒会及びボランティア） 

・実施場所     サンストリート浜北 

・活動内容     ボッチャ体験コーナーの運営（障害者スポーツの普及） 

          来ていただいたお客様にボッチャのルールを説明し、体験してもらう。 

・良かった点    子どもから大人まで多くの方に体験してもらうことができた。 

          障害者スポーツの普及につながった。 

・反省点 課題等  単発の企画になるので、更にこのような機会を増やしていきたい。 

 今回は本校生徒 8名の参加だったが、更に参加人数を増やしていきたい。 

・今後の見通し   来年度も同じ時期に同イベントを開催予定。 

          本校としても同じような形で参加を検討している。 

・活動状況がわかる資料など（写真等可能な範囲で） 

 

 

 

 

 

 

 


